
【微】甲骨、金文では「彳」がない。「彳」がない字体が説文
解字の「人」部に載っている。漢代では「耳」または「月」
を含む字体があり、それが南北朝期にも残っている。
【徴】康熙字典、当用漢字表は現在の日本よりも1画多い。当
用漢字字体表で1画減った。南北朝および唐の楷書は現在の

日本と同じように1画少ない字体。
【徳】泰山刻石と説文の字体が異なる。

微
微

徴
徵

徵

徳
德

悳

𢛳

徹

ビ

チョウ

トク

テツ
とおる

常①

常①

③

教 4常①

人③

②

常①

微

徵

微

德

徹

微

徵

彻

徵

徹

墨流本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

名家手簡

庭訓往来

名家手簡

諸家渡世肝要記

節用

彳 10

彳 12

古文

彳 12

心 8

心 8

心 8

彳 12

古文

弘道軒

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

坊っちやん

明治の漢字

○

×

×

五経〈訛〉

干禄〈通〉

五経〈訛〉

中国

台湾

香港

中国

台湾

香港

中・台・香

中国

台湾

香港

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

史牆盤

召尊

大盂鼎

毛公鼎

春秋・秦公鐘

何尊

史牆盤

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

戦国・金文

郭店楚簡

子弾庫楚帛書

睡虎地秦簡

説文・彳部

説文・人部

説文・壬部

説文古文

泰山刻石

説文・彳部

説文・心部

説文古文

段注古文

説文古文

説文・攴部

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

郭有道碑

鮮于璜碑

武栄碑

史晨前碑

史晨前碑

曹全碑

尹宙碑

熹平石経

王献之

集字聖教序

澄清堂帖

集字聖教序

興福寺断碑

集字聖教序

澄清堂帖

中岳嵩高霊廟碑

弔比干墓文

司馬顕姿墓誌

元洛神墓誌

遵墓誌

高貞碑

元熙墓誌

孔子廟堂碑

九成宮

九成宮

孟法師碑

干禄字書

五経・彳部

五経・彳部

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

王勃詩序

302 303

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【彳】微
10
徴
11
徳
11
徹
12

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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意外。【徽】通（用）字（体）と正（統）字（体）で画数が1画異なる。弘道軒
と太宰治は正（統）字（体）を書いている。説文解字と康煕字典
は「糸」部にあるが、「巾」に従う異体字がある。
【必】説文解字では「八」部、五経文字では「戈」部、康煕字
典では「心」部にある。

【応】「應」の新字体。説文解字の大徐本には「言」に従う異
体字があるが、段注本には掲載されていない。康煕字典には
「心」に従う字の他に「疒」に従う字があり、「應」の本字と
する。大徐本と同じように「言」に従う字も掲載されている。
弘道軒の四号にも三号にも「応」はあるが「應」がないのは

徽
徽

心

必

応
應

キ
よい
はたじるし
しるし

シン
こころ

ヒツ
かならず

オウ
こたえる

人①

教 2常①

教 4常①

教 5常①

人②

徽

應

心

应

徽

必

應

近衛本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

庭訓往来

五穀無尽蔵

節用

国恩教諭実能名留樹

人参長寿円

彳 14

巾 11

心 0

心 1

心 13

補遣疒

言 15

言 12

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

明治の漢字

陸軍

陸軍

×

干禄〈通〉 中国・台湾

香港

中・台・香

中・台・香

中国

台湾

香港

金文

金文

散氏盤

大克鼎

㝬

睡虎地秦簡

包山楚簡

望山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・糸部

説文・巾部

説文・心部

説文・八部

説文・心部

説文・言部

銀雀山竹簡

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

敦煌漢簡

居延漢簡

馬王堆

銀雀山竹簡

劉熊碑

石門頌

北海相景君碑

礼器碑

石門頌

馬王堆 史晨前碑

西嶽華山廟碑

孔侍中帖

十七帖

十七帖

集字聖教序

賢室委頓帖

淳化閣帖

集字聖教序

鄭羲下碑

鄭羲下碑

馮季華墓誌

魏霊蔵造像

瞻近帖

鄭羲下碑

皇甫誕碑

九成宮

雁塔聖教序

九成宮

九成宮

干禄字書

五経・糸部

五経・部首

五経・弋部

干禄字書

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

304 305

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【彳】徽
13
【心】心

0
必

1
応

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【志】睡虎地秦簡や郭店楚簡を見ると、上部は「士」ではなく
「之」のように見える。隷書では上部は「士」ではなく「土」。
明治の漢字では上部が「土」を標準とし、「士」を許容とす
る。文部省活字は上部が「土」。
【忍】「刃」の点の打ち方が色々ある。

忌

志

忍
忍

忘
忘

忙
忙

キ
いむ
いまわしい

シ
こころざす
こころざし

ニン
しのぶ
しのばせる

ボウ
わすれる

ボウ
いそがしい

常①

教 5常①

常①

教 6常①

常①

忌

忘

忍

忍

忙

忙

忘

志

忘

忍

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

関戸本朗詠

再板 農業全書

節用

節用

国恩教諭実能名留樹

節用

護身往来

続消息往来

節用

関戸本朗詠

心 3

心 3

古文

心 3

心 3

心 3

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

こころ

明治の漢字・許容

明治の漢字・標準

教科書 ×

○

○

中・台・香

中・台・香

中国

台湾

香港

中国

台湾

香港

香港

中国・台湾

春秋・金文 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文不録

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

馬王堆 居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

三老諱字忌日記

武氏祠画像題字

説文・心部

北海相景君碑

曹全碑

曹全碑

甘陵相残碑

十七帖

十七帖

智永千字文

集字聖教序

集字聖教序

元延明墓誌

張猛龍碑

論経書詩

維摩経碑

元略墓誌

比丘尼統慈慶墓誌

暉福寺碑

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

雁塔聖教序

敬史君碑 孟法師碑

五経・心部 琱玉集

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

306 307

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】忌
3
志

3
忍

3
忘

3
忙

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【念】手書きでは「今」の下部が「二」になることが多い。
【怨】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【怪】説文解字と見比べると異体字が干禄字書の字体になる
のは理解できるが、「恠」は1画多いのではないだろうか。干
禄字書は「恠」を〈俗〉としている。

②

快

忽

忠

念

怨

怪
恠

カイ
こころよい

コツ
たちまち
ゆるがせに
する

チュウ

ネン

エン
オン

カイ
あやしい
あやしむ

教 5常①

人①

教 6常①

教 4常①

常①

常①

忠

忽

念

念

快

怪

怨

念

快
屏風土代

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

近衛本朗詠

節用

尺牘楷梯

節用

教訓古今道しるべ

節用

節用

節用

女大学

節用

節用

駿台雑話

心 4

心 4

心 4

心 4

心 5

心 5

心 6

明治の漢字

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

教科書

明治の漢字

陸軍

○ 干禄〈俗〉

中国・香港

台湾

中・台・香

中・台・香

中国

台湾

香港

中・台・香

中・台・香

大克鼎

毛公鼎

郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文・心部

説文・心部

居延漢簡

敦煌漢簡馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

許阿瞿画像石

馬王堆 孟璇残碑

石門頌

馬王堆 礼器碑

張遷碑

七月帖

智永千字文

十七帖

十七帖

書譜

快雪時晴帖

集字聖教序

大観帖

淳化閣帖

劉根等造像

元彦墓誌

張安姫墓誌

崔敬邕墓誌

房山雲居寺石経

皇甫誕碑

九成宮

等慈寺碑 五経・心部

干禄字書

五経・心部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

・聖武天皇雑集

光明皇后

琱玉集

308 309

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】快
4
忽

4
忠

4
念

4
怨

5
怪

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【怯】説文解字では犬部に分類されており、心に従う異体字も
載っている。

急
急

怯

思

性

怠

怒

キュウ
いそぐ

キョウ
コウ
おそれる
おびえる
ひるむ
おじける

シ
おもう

セイ
ショウ
さが

タイ
おこたる
なまける

ド
いかる
おこる

教 3常①

①

教 2常①

教 5常①

常①

常①

急

思

怒

怯

怠

性

怒

急

怒

怯

怠

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑰

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

藤原公任・北山抄

元暦萬葉⑩

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

節用

消息往来

節用

節用

節用

節用

節用

節用

心 5

心 5

犬 5

心 5

古文

心 5

心 5

心 5

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

教科書 × 中国・香港

台湾

香港

中・台・香

中・台・香

中国・台湾

香港

中国

台湾

香港

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・心部

説文・犬部

説文或体

説文・思部

説文・心部

説文・心部

説文・心部

白石神君碑

曹全碑

居延漢簡

光和三公山碑馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

史晨前碑

熹平石経

張遷碑

曹全碑

馬王堆

武氏祠画像題字

十七帖

智永千字文

唐・書譜

王献之・乞仮帖

集字聖教序

集字聖教序

高樹解佰都造像

張玄墓誌

張猛龍碑

九成宮

九成宮

房山雲居寺石経

杜家立成

空海・大日経開題

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

310 311

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【心】急
5
怯

5
思

5
性

5
怠

5
怒

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


